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Records of seven fish species showing a northward shift in distribution pattern 

in the Sagami Bay region, Japan

緒　言

　相模湾の沖合には世界有数の暖流である黒潮が流れて
いる。それゆえ，同湾沿岸域および流入河川では，主に
夏季から秋季にかけて，黒潮により輸送されてきたと考
えられる，熱帯・亜熱帯域を分布の中心とする魚類（以下，
熱帯・亜熱帯性魚類と表記する）が多く記録されている

（例えば，加藤（2010）や山川・瀬能（2016））。近年，
これらの熱帯・亜熱帯性魚類の記録数は増加傾向にある
と同時に，越冬や再生産する種も出現し始めており，昨
今の気候変動に伴う海水温の上昇傾向がこれら熱帯・亜
熱帯性魚類の北上に寄与している可能性が示唆されてい
る（山川ほか , 2018）。著者らはこうした海水温の上昇
傾向および熱帯・亜熱帯性魚類の動向をモニタリングす
るため，相模湾周辺地域（静岡県の狩野川以東，神奈川県，
東京都，千葉県）の沿岸域や流入河川において，2011
年から継続して魚類相調査を行っている。
　本報告では，2017 年 9 月から 2019 年 8 月にかけて

相模湾周辺地域で行った調査で得られた，北限記録や東
限記録となる熱帯・亜熱帯性魚類 7 種を記録し，各種の
北上傾向について論議する。
　

方　法

　本稿では，相模湾の定義は Senou et al.（2006）にし
たがい，伊豆半島石廊崎，伊豆大島南端および房総半島
野島崎を結ぶ線より北の海域のうち，三浦半島観音崎・
房総半島富津岬以北の東京湾内湾を除く海域とした。
　採集調査は，2017 年 9 月 11 日から 2019 年 8 月 29
日にかけて，相模湾南西部に位置する大浦湾（静岡県下
田市），相模湾北部から東部に流入する田越川（神奈川
県逗子市）および保田川（千葉県安房郡鋸南町），相模
湾南東部に位置する北条海岸（千葉県館山市）および相
浜漁港（千葉県館山市），外房に位置する加茂川（千葉
県鴨川市）および御宿岩和田漁港（千葉県夷隅郡御宿町）
の 7 地点で行った（図 1）。調査は 1–4 名で，手網（間
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口33–40 cm，網目1–3 mm）および投網（開口直径3.5 m，
目合 21 節）を用いて行った。採集された魚類は原則と
して神奈川県立生命の星・地球博物館に持ち帰り，10 %
ホルマリン水溶液で固定し，後日 70 % エタノール水溶
液に置換した後，各部の計測や計数，同定を行った。す
べての標本は，同博物館の魚類標本資料（KPM-NI）と
して登録した。この他，同博物館に収蔵されている相模
湾周辺地域で採集された標本や写真資料（KPM-NR）に
ついても適宜調査した。なお，同博物館における魚類の
標本資料番号は，電子台帳上はゼロが付加された 7 桁の
数字が使われているが，ここでは標本資料番号として本
質的な有効数字で表した。
　各部の計測および計数は中坊・中山（2013）にした
がった。計測はノギスを用いて 10 分の 1 mm の精度で
行い，サイズは標準体長（Standard length: 以下，SL と
表記する）で表した。同定は中坊編（2013）および沖
山編（2014）にしたがった。また，本稿で使用した各
種の標準和名，学名および科の配列は，原則として中坊
編（2013）にしたがったが，ミナミサルハゼの学名は
Pezold & Larson（2015）にしたがった。なお，ヒトミ
ハゼについては，Larson & Murdy（2001）は鰓条膜の
形態から Psammogobius に帰属させた。しかし，明仁ほ
か（2013）は同属については分類学的な再検討が必要
と指摘していることから，本稿では同著にしたがい，本
種の帰属をウロハゼ属 Glossogobius とした。

ボラ科
Family Mugilidae

オニボラ
Ellochelon vaigiensis (Quoy & Gaimard, 1825)

（図 2 A）

　材料 : KPM-NI 49572，1 個体，14.5 mm SL，相浜漁
港，千葉県館山市相浜，2018 年 8 月 11 日，手網，三
井翔太採集 ; KPM-NI 52197，1 個体，14.1 mm SL，御
宿岩和田漁港，千葉県夷隅郡御宿町岩和田，2018 年 8
月 16 日，手網，山川宇宙採集 ; KPM-NI 52916，1 個
体，17.7 mm SL，田越川河口域，神奈川県逗子市新宿，
2019 年 8 月 29 日，手網，三井翔太・碧木健人採集。
　KPM-NI 49572，52197，52916（3 個体）は，上唇
下部に小突起がないこと，第 1 背鰭起部は吻端よりも尾
鰭基底に近いこと，胸鰭および第 1，第 2 背鰭の鰭膜に
黒色素胞が分布すること，縦列鱗数がそれぞれ 29，28，
28 であること，臀鰭は 3 棘 8 軟条であること，尾柄長
／体長がそれぞれ約 0.096，0.128，0.135 であること，
体幅／体高がそれぞれ約 0.815，0.818，0.760 であるこ
とから，木下・瀬能（2014a, b）にしたがって，オニボ
ラと同定した。上記 3 個体はいずれも体側正中線に黒色
素胞帯が縦走しておらず，その点では木下・瀬能（2014a, 
b）のオニボラの特徴（体側正中線に太い黒色素胞帯が
縦走する）とは異なっていた。この木下・瀬能（2014a, b）

図 1．調査地点 .　A: 大浦湾 , B: 田越川 , C: 保田川 , D: 北条海岸 , E: 相浜漁港 , F: 加茂川 , G: 御宿岩和田漁港 .
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の特徴との相違については，上記 3 個体がある程度の体
長まで成長しており（14.1–17.7 mm SL），黒色素胞帯が
消失したことが原因ではないかと考えられる。
　KPM-NI 49572，52197（2 個体）はそれぞれ相浜漁港，
御宿岩和田漁港のスロープの水面下を遊泳していたとこ
ろを採集されたものである。相浜漁港では，同時にコバ
ンアジ Trachinotus baillonii が採集され，御宿岩和田漁
港では，同所でフウライチョウチョウウオ Chaetodon 
vagabundus や ク ロ ホ シ マ ン ジ ュ ウ ダ イ Scatophagus 
argus が採集された。また，KPM-NI 52916（1 個体）
は田越川の渚橋約 100 m 上流右岸を遊泳していたとこ
ろを採集された。採集地点は感潮域で常に海水が流入し，
底質は砂質であった。
　 本 種 は， イ ン ド － 太 平 洋 に 広 く 分 布 し（ 瀬 能 , 
2013a），東アジアでは本州から九州にかけての太平洋
側沿岸といった温帯域にも散発的に出現するものの（瀬
能 , 2018），分布の中心は熱帯・亜熱帯域の琉球列島や
台湾に持つ熱帯・亜熱帯性魚類である（中坊 , 2013）。
国内では千葉県から高知県にかけての太平洋側沿岸，鹿
児島県の東シナ海沿岸，種子島，屋久島および琉球列
島から報告されている（小島 , 1985; 木下 , 1993; 瀬能 , 
2013a; 北原ほか , 2019）。
　本種の記録の北限地域にあたる本州では，採集および
記録状況は下記のように変遷している ; 1979 年もしく
は 1980 年代に和歌山県西牟婁郡白浜町で本種が目視観
察され（第 10 著者の瀬能および近畿大学水産実理研究
会の大谷悦生氏 , 私信），瀬能（1993）や瀬能（2000）
は本種の国内分布域を和歌山県以南とした。また，標本
は現存していないが，1982 年および 1984 年に千葉県
の御宿漁港で稚魚 3 個体が採集され（小島 , 1985; 小嶋
純一氏 , 私信），その情報をもとに，瀬能・木下（1988）
および木下・瀬能（2014b）は国内分布域を千葉県以南
とした（木下 泉氏および小嶋純一氏 , 私信）。1990 年代
以降は暫く本州では採集されていなかったが，2002 年
に和歌山県西牟婁郡すさみ町および三重県熊野市で稚魚
が採集・撮影され（それぞれ KPM-NR 84375，84376，
84374: いずれも標本の有無は不明），瀬能（2013a）は，
瀬能（1993），瀬能（2000）で示されていた本種の国
内分布域に両市町を加えた。また，瀬能（2013a）に
は記載されていないが，2000 年，2006 年，2007 年，
2008 年，2010 年および 2013 年には和歌山県東牟婁
郡串本町においても稚魚が目視観察・採集され，2007
年に採集された稚魚は和歌山県立自然博物館の標本（標
本資料番号 WMNH-PIS 10003）として収蔵されてい
る（平嶋ほか , 2010; 北原ほか , 2019; 平嶋健太郎氏 , 私
信）。さらに，2012 年には静岡県西部で稚魚 2 個体（北
原ほか , 2019: 標本有り），2014 年には静岡県伊豆半島
の大浦湾で稚魚 1 個体（山川・瀬能 , 2016: 標本有り），
2015 年には愛知県知多郡南知多町で稚魚 1 個体（向井
直樹氏 , 私信 : 標本無し），2016 年には千葉県の御宿岩
和田漁港で稚魚 1 個体（小嶋純一氏 , 私信 : 標本無し），

2018 年には静岡県西部から中部で稚魚 4 個体（北原ほ
か , 2019: 標本有り），千葉県の相浜漁港および御宿岩和
田漁港で稚魚 2 個体（本研究 : 標本有り），2019 年には
神奈川県の田越川で稚魚 1 個体が採集された（本研究 : 
標本有り）。このように，2000 年代から 2010 年代にか
けて紀伊半島での採集例が増え，2010 年代には愛知県
から千葉県においても継続的に採集されるようになって
おり，本種の記録が北進している傾向が伺える。なお，
今までに越冬個体や成魚の記録はなく，本州における越
冬・再生産の可能性は今のところないと考えられる。
　なお，今回の神奈川県田越川で採集された 1 個体は神
奈川県初記録および北限記録となる。また，千葉県相浜
漁港および御宿岩和田漁港で採集された 2 個体は，標本
に基づく確実な千葉県からの記録になると同時に，御宿
岩和田漁港の 1 個体は，標本に基づく黒潮流域における
東限記録となる。

ハタ科
Family Serranidae

チャイロマルハタ
Epinephelus coioides (Hamilton, 1822)

（図 2 B）

　 材 料 : KPM-NI 52188，1 個 体，21.5 mm SL， 大 浦
湾，静岡県下田市三丁目，2017 年 9 月 23 日，手網，
山川宇宙採集 ; KPM-NI 52186，52187，52189 および
52190，4 個体，25.4–33.3 mm SL，田越川河口域，神
奈川県逗子市桜山，2018 年 11 月 10 日，手網，山川宇
宙・碧木健人採集 ; KPM-NI 52191，1 個体，83.9 mm 
SL（採集時は約 25 mm SL，種同定のため 2019 年 2 月
20 日まで飼育した後固定），田越川河口域，神奈川県逗
子市桜山，2018 年 11 月 10 日，手網，山川宇宙・碧木
健人採集。
　KPM-NI 52191（1 個体）は，背鰭棘数が 11 である
こと，臀鰭軟条数が 8 であること，背鰭棘条部は前方
で少し高くなること，尾鰭は丸いこと，側線管開口部は
単一であること，体側鱗の中央に淡色域がないこと，体
側の斑点は網目模様を形成しないこと，体側の全域に瞳
孔とほぼ同じ大きさの暗色斑があり，これらの斑点は
生鮮時に赤褐色であったことから，瀬能（2013b）の
チャイロマルハタの標徴とよく一致した。また，KPM-
NI 52186–52190（5 個体）は，体長が 20 mm 台もし
くは 30 mm 台の小さい個体であり，体側の全域に散在
する暗色斑（生鮮時は赤褐色）は瞳孔より小さかったも
のの，他の標徴は KPM-NI 52191 と同じであったため，
チャイロマルハタと同定した。
　KPM-NI 52188（1 個体）は大浦湾北部に位置する礫
浜海岸の礫下から採集された。礫浜海岸には小河川が流
入しており，採集地点も多少は淡水の影響を受けていた。
また，KPM-NI 52186，52187 および 52189–52191（5
個体）は田越川の渚橋下左岸の水中にあった転石下から
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採集された。採集地点は感潮域であり，常に海水が流入
していた。
　本種は，インド－西太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分
布する熱帯・亜熱帯性魚類である（瀬能 , 1996; 中坊 , 
2013）。国内では新潟県，和歌山県から鹿児島県にかけ
ての太平洋側沿岸，五島列島，種子島，屋久島，硫黄島

（鹿児島県三島村），琉球列島から記録されている（国安
編 , 1999; 立川・宮島 , 2012; 本村ほか編 , 2013; 瀬能 , 
2013b; 独立行政法人水産総合研究センター西海区水産
研究所編 , 2015; 鏑木 , 2016; 山田・寺田 , 2017）。ま
た， 千 葉 県（KPM-NR 199848）， 神 奈 川 県（KPM-NR 
70536，203061） お よ び 静 岡 県（KPM-NR 189255）
でもそれぞれ本種の写真が撮影されている。
　本種の記録の北限地域となっている本州では，1978
年に静岡県賀茂郡南伊豆町の石廊崎において成魚 1 個体
の写真（KPM-NR 189255）が撮影されたのが初記録と
なる。その後，1990 年代までは本種はほとんど記録さ
れておらず，1991 年に和歌山県の田辺湾で 1 個体が漁
獲され（池田 , 1995），1993 年に新潟県柏崎市の中央
海岸に全長約 78 cm の成魚とみられる個体の死骸が漂
着したのみであった（本間 , 1995）。しかし，2000 年
代以降は，以下のように，大阪府から千葉県にかけて
の沿岸域および河川において，本種が相次いで採集され
た ; 2000 年，2003 年および 2010 年に和歌山県で撮
影された個体の写真があり（池田・中坊 , 2015; KPM-
NR 75391），2003 年から 2008 年にかけては和歌山
県で体長 17–90 cm の 8 個体が採集された（池田・中
坊 , 2015）。2009 年には神奈川県足柄下郡湯河原町福
浦沖の定置網で，体長約 80 cm の成魚とみられる個体
が漁獲され，その個体の写真が撮影された（KPM-NR 
70536）。2017 年 9 月には大阪府の近木川河口で体長
約 7 cm の幼魚 1 個体が採集され（山田・寺田 , 2017），
同年同月に静岡県大浦湾においても幼魚 1 個体が採集
された（本研究）。2018 年 11 月には神奈川県田越川で
幼魚 5 個体が採集された（本研究）。2019 年 3 月には
静岡県の菊川河口で体長約 8 cm の幼魚 1 個体が採集さ
れ（山下龍之丞氏 , 私信），同年 7 月には千葉県市原市
五井海岸で全長約 40 cm の個体が釣獲・撮影（KPM-NR 
199848），同年 8 月には神奈川県平塚新港で全長約 38 
cm の個体が釣獲・撮影された（KPM-NR 203061）。こ
うした近年の成魚とみられる個体も含む記録増加傾向や
早春の採集例から，本種が本州においても越冬している
ことは確実であるように思われる。
　なお，今回の静岡県大浦湾で採集された 1 個体および
神奈川県田越川で採集された 5 個体は，両県における標
本に基づく確実な記録になると同時に，神奈川県田越川
の 5 個体は，標本に基づく黒潮流域における北限・東限
記録となる。

フエダイ科
Family Lutjanidae

ニセクロホシフエダイ
Lutjanus fulviflamma (Forsskål, 1775)

（図 2 C）

　 材 料 : KPM-NI 52185，1 個 体，19.5 mm SL， 御 宿
岩和田漁港，千葉県夷隅郡御宿町岩和田，2018 年 9 月
28 日，手網，山川宇宙採集。
　採集された個体は，背鰭は 10 棘 13 軟条であること，
臀鰭は 3 棘 8 軟条であること，胸鰭は左右ともに 16 軟
条であること，背鰭軟条前方位の体側に黒斑が 1 個ある
こと，吻端から眼中央を通る黒色縦帯があることから，
小嶋（2014）や横山ほか（2014）にしたがって，ニセ
クロホシフエダイと同定した。
　この個体は御宿岩和田漁港内で水面下に浮いていたと
ころを採集されたものである。同所では，同属のゴマフ
エダイ L. argentimaculatus も採集された。
　 本 種 は， イ ン ド － 西 太 平 洋 に 広 く 分 布 し（ 島 田 , 
2013），東アジアでは琉球列島を除く南日本太平洋側
沿岸（温帯域）にも散発的に出現するものの（下瀬 , 
2018），分布の中心は小笠原諸島や琉球列島，台湾，南
シナ海南西諸島（熱帯・亜熱帯域）に持つ熱帯・亜熱帯
性魚類である（中坊 , 2013; 島田 , 2013）。国内では小
笠原諸島，神奈川県から鹿児島県にかけての太平洋・東
シナ海沿岸，種子島，屋久島，琉球列島から記録されて
いる（Sakai et al., 2001; 鈴木 , 2007; 島田 , 2013）。
　本種の九州以北での出現状況については，蒲原（1954）
が高知県で採集して以降，1971 年に宮崎県（Iwatsuki 
et al., 1992），1975 年に三重県で採集されており（塚
田ほか , 1980），以前から九州，四国および本州沿岸で
偶発的に出現していたことが分かる。しかし，本種の
記録の北限地域にあたる相模湾周辺地域では，下記の
ように，本種が初めて記録されたのは 1990 年代であ
り，その後継続的に記録されるようになった ; 1994 年
に神奈川県三浦半島の天神島・笠島および芦名オオツブ
根周辺海域で（林ほか , 2000），1998 年と 2010 年に
同半島の小網代湾で（KPM-NI 15657 および工藤・山
田（2011）），1999 年に同半島の毘沙門で（山田・工
藤 , 2001）， 2012 年に神奈川県中郡大磯町の大磯港で

（KPM-NI 35034），2018 年に千葉県夷隅郡御宿町の御
宿岩和田漁港で（本研究），それぞれ標本が得られてい
る。また，1990 年に三浦半島南西部沿岸で（工藤・岡部 , 
1991），1992 年から 1994 年の間に同半島の天神島で

（林 , 1995），2008 年に同半島の松輪海岸で（KPM-NR 
152829），2012 年に神奈川県中郡大磯町の大磯港で

（KPM-NR 150189，150192，150197）， そ れ ぞ れ 目
視観察や写真撮影がされている。加えて，標本は現存し
ていないが，2015 年には千葉県でも本種の稚魚が採集
されているとのことである（小嶋純一氏 , 私信）。なお，
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Senou et al.（2006）では，上記の記録以外にも，本種
の相模湾における文献記録が纏められているが，このう
ち，中村（1970），林（1982），山田（1991）および
林ほか（1992）では，同属のクロホシフエダイを記録
しているものの，ニセクロホシフエダイは記録していな
い。これは Senou et al.（2006）での文献引用作業時に，
誤ってクロホシフエダイの記録文献をニセクロホシフエ
ダイの記録文献の箇所に挿入してしまったことが原因で
あると考えられ，本報告でもこれらの文献はニセクロホ
シフエダイの記録としては扱わなかった。
　なお，今回の千葉県御宿岩和田漁港で採集された個体
は，標本に基づく千葉県からの確実な記録および黒潮流
域における東限記録となる。

ユゴイ科
Family Kuhliidae

オオクチユゴイ
Kuhlia rupestris (Lacepède, 1802)

（図 2 D）

　材料 : KPM-NI 52192，52202，52203，3 個体，18.
8–21.2 mm SL，保田川下流域，千葉県安房郡鋸南町大
帷子，2018 年 10 月 27 日，手網，丸山智朗採集。
　KPM-NI 52202，52203（2 個体）は，尾鰭上葉およ
び下葉の中央に黒色斑があること，臀鰭軟条数が 10 で
あること，側線有孔鱗数がそれぞれ 41，42 であること
から，林・萩原（2013）にしたがって，オオクチユゴ

A E

B F

C G

D

図 2．A: オニボラ Ellochelon vaigiensis, KPM-NI 49572, 14.5 mm SL, 相浜漁港 , 千葉県館山市相浜 , 鮮時 , 三井翔太撮影 ; B: チャイ
ロマルハタ Epinephelus coioides, KPM-NI 52191, 83.9 mm SL, 田越川 , 神奈川県逗子市桜山 , 固定後 , 瀬能　宏撮影 ; C: ニセク
ロホシフエダイ Lutjanus fulviflamma, KPM-NI 52185, 19.5 mm SL, 御宿岩和田漁港 , 千葉県夷隅郡御宿町岩和田 , 固定後 , 瀬能
宏撮影 ; D: オオクチユゴイ Kuhlia rupestris, KPM-NI 52192, 21.2 mm SL, 保田川 , 千葉県安房郡鋸南町大帷子 , 固定後 , 瀬能　宏
撮影 ; E: カマヒレマツゲハゼ Oxyurichthys cornutus, KPM-NI 49685, 26.2 mm SL, 加茂川 , 千葉県鴨川市前原 , 鮮時 , 瀬能　宏撮
影 ; F: ヒトミハゼ Glossogobius biocellatus, KPM-NI 50182, 29.8 mm SL, 田越川 , 神奈川県逗子市桜山 , 鮮時 , 瀬能　宏撮影 ; G: 
カスミフグ Arothron immaculatus, KPM-NI 45254, 28.2 mm SL, 北条海岸 , 千葉県館山市北条 , 固定後 , 瀬能　宏撮影 .
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イと同定した。また，KPM-NI 52192（1 個体）は，臀
鰭軟条数は 12 であり，林・萩原（2013）のユゴイ K. 
marginata の範囲（11–12）であった。しかし，尾鰭上
葉および下葉の中央に黒色斑があり，側線有孔鱗数が
41 であることは，KPM-NI 52202，52203 同様，林・
萩原（2013）のオオクチユゴイの標徴と一致したため，
本種と同定した。
　これらの個体は保田川下流域の水中に浸かった草本類
の中から採集された。採集地点は純淡水域であり，同時
にテングヨウジ Microphis brachyurus brachyurus やヒ
ナハゼ Redigobius bikolanus も採集された。
　本種は，インド－太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布
し（林・萩原 , 2013; 細谷 , 2015），東アジアでは琉球
列島や台湾に分布の中心を持つ熱帯・亜熱帯性魚類で
ある（中坊 , 2013）。国内では小笠原諸島，島根県，神
奈川県から宮崎県にかけての太平洋側沿岸，鹿児島県
の東シナ海沿岸，香川県，愛媛県，種子島，屋久島，口
永良部島，琉球列島から報告されている（江口ほか , 
2008; Yonezawa et al., 2010; 林・萩原 , 2013; 浅香ほ
か , 2018; 板井ほか , 2019; 吉郷 , 2019）。また，福島県
でも採集情報がある（夕刊いわき民報 , 2017 年 9 月 13
日付）。
　本種の九州（鹿児島県本土以北），四国，本州での採
集および記録例は，1990 年代以降，増加傾向にある（以
下，採集年がおおよそでも分かる例のみ列記）; 九州（鹿
児島県本土以北）では，2000 年から 2007 年の間に宮
崎県北川で本種が初めて採集され（江口ほか , 2008），
2012 年には宮崎県石並川（山田ほか , 2013），2016 年
には大分県龍神池（大倉ほか , 2016）および鹿児島県博
多川（岩坪ほか , 2017）においても採集された。四国
では，岡村・為家（1977）が高知県四万十川における
1956 年もしくは 1970 年代の本種の採集例を記録した
が，後にこれは近似種のユゴイの誤認であったとして，
岡村（1990）では四万十川の魚類リストからオオクチ
ユゴイが除外された（高橋・瀬能 , 1995）。四国におけ
る本種の確実な記録は，1995 年に高知県灰方川で採集
された標本が初めてであり（高橋・瀬能 , 1995），その
後，2000 年から 2001 年の間に高知県四万十川流域（高
知県編 , 2002），2009 年に四万十川周辺の海域で（大
塚ほか , 2010），本種が採集されている。本州では，昭
和時代以前に発行された，静岡県浄ノ池に生息する魚類
を写生した「浄ノ池特有魚類生息地の絵葉書」の中に本
種と考えられる図があるが（吉郷 , 2019），標本に基づ
く記録としては，1999 年に神奈川県相模川および酒匂
川で採集された個体が初記録となる（蓑宮ほか , 2002）。
また，同年には愛知県鮎川においても，本種の写真が撮
影された（浅香ほか , 2018）。その後，2000 年に神奈
川県侍従川（工藤・瀬能 , 2002），2012 年に静岡県菊
川（金川ほか , 2018），2018 年に千葉県保田川（本研
究）で標本が得られ，また，標本の有無は不明であるが，
2013 年に島根県忌部川（桑原 , 2016）および静岡県河

津川水系（板井ほか , 2019），2017 年に福島県藤原川
水系で（夕刊いわき民報 , 2017 年 9 月 13 日付），本種
が採集された。さらに，近年，四国および本州では成魚
と考えられる個体も確認されており（大塚ほか , 2010; 板
井ほか , 2019; 夕刊いわき民報 , 2017 年 9 月 13 日付），
当該地域において越冬も可能になりつつあると思われる。
　なお，今回の千葉県保田川で採集された 3 個体は，千
葉県初記録であると同時に，標本に基づく黒潮流域にお
ける東限記録となる。

ハゼ科
Family Gobiidae

カマヒレマツゲハゼ
Oxyurichthys cornutus McCulloch & Waite, 1918

（図 2 E）

　材料 : KPM-NI 49685，1 個体，26.2 mm SL，加茂川
河口域，千葉県鴨川市前原，2018 年 10 月 8 日，手網，
小田泰一朗・尾山大知・木下智貴・斉藤洪成採集 ; KPM-
NI 50181，1 個体，22.3 mm SL，田越川河口域，神奈
川県逗子市桜山，2018 年 11 月 18 日，手網，小田泰一
朗採集 ; KPM-NI 52198，1 個体，23.5 mm SL，田越川
河口域，神奈川県逗子市桜山，2018 年 11 月 10 日，手網，
山川宇宙採集 ; KPM-NI 52498，1 個体，21.1 mm SL，
田越川河口域，神奈川県逗子市桜山，2018 年 10 月 26 日，
手網，三井翔太採集。
　KPM-NI 49685（1 個体）は，前鰓蓋部に棘がないこと，
頭部正中線上の皮摺は低く，隆起線状であり，その前端
は眼後縁に達しないこと，尾鰭は尖形で，長く後方に伸
びること，体に斜走帯がないこと，眼上に細長い皮弁が
あること，体側背部の小黒点は明瞭で多いこと，胸鰭軟
条の黒色点列は明瞭であること，第 1 背鰭の第 1，2 棘
が糸状に伸長することから，明仁ほか（2013）にしたがっ
て，カマヒレマツゲハゼと同定した。KPM-NI 50181，
52198，52498（3 個体）は，第 1 背鰭の第 2 棘は糸
状に伸長しておらず，また，KPM-NI 52498 の胸鰭軟条
の黒色素胞は点列状ではなかった。しかし，いずれの個
体も第 1 背鰭の第 1 棘は伸長し，他の標徴についても
KPM-NI 49685 と同じであったため，カマヒレマツゲハ
ゼと同定した。なお，これら 3 個体の第 1 背鰭第 2 棘
の非伸長および胸鰭軟条の非点列状の黒色素胞について
は，体長が小さい（21.1–23.5 mm SL）ことによるもの
と考えられる。
　KPM-NI 49685（1 個体）は加茂川の新加茂川橋下左
岸で，KPM-NI 50181，52198，52498（3 個体）は田
越川の富士見橋上流左岸で，それぞれ軟泥底から採集さ
れた。なお，田越川の同所では，後述のヒトミハゼも採
集されている。
　本種は，琉球列島や台湾，フィリピン諸島などの熱
帯・亜熱帯域に分布の中心を持つ熱帯・亜熱帯性魚類
である（明仁ほか , 2000，2013; 中坊 , 2013）。国内で
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は主に種子島，屋久島，琉球列島に分布する（Sakai et 
al., 2001; Motomura et al., 2010; 明仁ほか , 2013; 吉郷 , 
2014）。
　しかし，2002 年と 2003 年に静岡県で 2 個体が採集
されて以降（武内ほか , 2010），九州以北での記録が相
次いでおり，2004 年，2007 年および 2008 年に和歌
山県で 5 個体（野元ほか , 2005; 平嶋ほか , 2010; 武内
ほか , 2011），2017 年に静岡県で 2 個体（金川ほか , 
2018），2018 年に鹿児島県（本土），神奈川県および千
葉県でそれぞれ 7 個体，3 個体，1 個体が採集されてい
る（古𣘺ほか , 2019; 本研究）。和歌山県で採集された一
部の個体については，その採集時期や体長から越冬に成
功した可能性も示唆されている（野元ほか , 2005; 平嶋
ほか , 2010）。また，標本の所在は不明であるが，2014
年に千葉県（武内 , online），2015 年に徳島県でも本種
と思われる個体が採集され（国土交通省四国地方整備局 
那賀川河川事務所 , 2017），立川・宮島（2012）によれ
ば，大分県においても本種が確認されているとのことで
ある。
　なお，今回の神奈川県田越川で採集された 3 個体およ
び千葉県加茂川で採集された 1 個体は，両県における再
検証可能な標本に基づく初記録となる。また，神奈川県
田越川の 3 個体は北限記録，千葉県加茂川の 1 個体は標
本に基づく黒潮流域における東限記録となる。

ヒトミハゼ
Glossogobius biocellatus (Valenciennes, 1837)

（図 2 F）

　材料 : KPM-NI 49929，1 個体，62.1 mm SL，田越川
河口域，神奈川県逗子市桜山，2018 年 10 月 10 日，投網，
三井翔太採集 ; KPM-NI 50182，1 個体，29.8 mm SL，
田越川河口域，神奈川県逗子市桜山，2018 年 11 月 18 日，
手網，小田泰一朗採集 ; KPM-NI 52199，1 個体，39.1 
mm SL，田越川河口域，神奈川県逗子市桜山，2018
年 11 月 10 日，手網，碧木健人採集 ; KPM-NI 52200，
52201，2 個体，46.9–63.7 mm SL，田越川河口域，神
奈川県逗子市桜山，2018 年 11 月 7 日，手網，森田優採集 ; 
KPM-NI 52204，52205，2 個 体，57.9–60.0 mm SL，
田越川河口域，神奈川県逗子市桜山，2018 年 10 月 20
日，手網，斉藤洪成・田中翔大採集 ; KPM-NI 52209，1
個体，26.0 mm SL，田越川河口域，神奈川県逗子市新
宿，2018 年 7 月 18 日，手網，小田泰一朗採集 ; KPM-
NI 52497，1 個体，27.4 mm SL，田越川河口域，神奈
川県逗子市桜山，2018 年 10 月 26 日，手網，三井翔太
採集。
　KPM-NI52199–52201，52204，52205 および 524-
97（6 個体）は，吻は長く，吻長は眼径より長いこと，
舌の先端は深く切れ込むこと，虹彩皮膜があること，腹
鰭に黒色斜帯があることから，明仁ほか（2013）に
したがって，ヒトミハゼと同定した。KPM-NI 49929，

50182，52209（3 個体）は，腹鰭の黒色色素は斜帯に
はなっていなかったものの，腹鰭全体に広く分布してお
り，また，他の標徴は明仁ほか（2013）とよく一致し
ていることから，ヒトミハゼと同定した。
　KPM-NI 49929（1 個体）は田越川の渚橋上流左岸の
砂礫底から，他の 8 個体はいずれも田越川の富士見橋上
流左岸の軟泥底または岩下から採集された。
　本種は，インド－太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布
する熱帯・亜熱帯性魚類である（岩田 , 1996）。国内で
は静岡県から鹿児島県にかけての太平洋・東シナ海沿岸，
種子島，屋久島，琉球列島といった本州中部以南の地域
から記録されている（明仁ほか , 2013）。
　本種の記録の最も北に位置する本州では，1939 年に
愛知県の渥美郡渥美町伊川津（現 田原市伊川津町）で
初めて記録されているが（中村 , 1941），その後暫くは
記録が途絶え，記録が増加し始めたのは以下のように
1990 年代以降である ; 和歌山県では，1994 年に初めて，
西牟婁郡すさみ町の周参見川で 1 個体が採集され（玉田 , 
1998），1998 年に東牟婁郡那智勝浦町のゆかし潟で 1
個体（平嶋・中谷 , 2001; 平嶋・中谷 , 2012），1999 年
から 2000 年の間に海草郡下津町（現 海南市下津町）の
加茂川で 1 個体が採集された（平嶋 , 2000）。静岡県では，
1998 年に掛川市の弁財天川で 1 個体が採集されて以降

（荒尾ほか , 2008），2008 年に賀茂郡南伊豆町の青野川
で 1 個体（北原ほか , 2010），2012 年に掛川市の菊川
で 1 個体が採集された（北原ほか , 2019）。神奈川県では，
2018 年に初めて，逗子市の田越川で 9 個体が採集され
た（本研究）。
　なお，今回の神奈川県田越川で採集された 9 個体は，
神奈川県初記録であると同時に，北限記録および黒潮流
域における東限記録となる。

フグ科
Family Tetraodontidae

カスミフグ
Arothron immaculatus (Bloch & Schneider, 1801)

（図 2 G）

　 材 料 : KPM-NI 45254，52196，2 個 体，25.4–28.2 
mm SL，北条海岸，千葉県館山市北条，2017 年 9 月 11 日，
手網，三井翔太採集。
　KPM-NI 45254，52196（2 個体）は，体表の背面お
よび腹面に小棘の分布域があること，鼻孔は 1 個である
こと，臀鰭軟条数は 10 であること，背鰭軟条数はそれ
ぞれ 11，10 であること，体に黒色点がないこと，尾鰭
には黒色点も白色点もなく，後縁は丸く黒いことから，
山田・柳下（2013）のカスミフグの標徴とよく一致した。
　これらの個体は北条海岸の波打ち際に堆積した海藻片
やアマモ片，木の枝などの中から採集された。同所では
シジミハゼ Bathygobius peterophilus も採集されている

（山川ほか , 2018）。



78

　本種は，インド－西太平洋に広く分布し，東アジアで
は琉球列島や台湾南部，海南島の熱帯・亜熱帯域に分布
の中心を持つ熱帯・亜熱帯性魚類である（中坊 , 2013; 
山田・柳下 , 2013）。国内では主に琉球列島に分布する
とされる（山田・柳下 , 2013）。
　しかし，2000 年代以降，本種の記録は北進傾向にあり，
九州以北でも本種が採集され始めた ; 2006 年に高知
県蛎瀬川で幼魚 1 個体が採集され（伊佐ほか , 2007），
2011 年および 2017 年には鹿児島県内之浦で 1 個体ず
つ（ そ れ ぞ れ Matsuura（2016） の KAUM-I 43918 と
畑（2018）の KAUM-I 110109: KAUM-I は鹿児島大学
総合研究博物館の魚類標本資料番号を示す，採集年は畑 
晴陵氏 , 私信），2013 年には静岡県浜名湖で 1 個体（霜村 , 
2013），2017 年には千葉県北条海岸で 2 個体（本研究）
が採集された。
　なお，千葉県北条海岸で採集された 2 個体は，千葉県
初記録になると同時に，北限記録および黒潮流域におけ
る東限記録となる。

考　察

　本研究で得られた熱帯・亜熱帯性魚類 7 種について，
本州，四国および九州といった温帯域で記録が増加し
ている傾向が見られた（各種の項参照）。いずれの種に
おいても，記録が増加し始めたのは 1990 年代以降であ
るが，同様の傾向は他の熱帯・亜熱帯性魚類でも報告
されている（例えば，山川ほか（2018）のクロコショ
ウダイ Plectorhinchus gibbosus やテンジクカワアナゴ
Eleotris fusca）。
　また，チャイロマルハタ，オオクチユゴイおよびカマ
ヒレマツゲハゼについては，温帯域で越冬できていると
考えられる事例もあった。同様な事例は，チチブモドキ
Eleotris acanthopoma やミナミサルハゼ Oxyurichthys 
lonchotus といった他の熱帯・亜熱帯性魚類でも知られ
ている（野元ほか , 2005; 山川ほか , 2017）。
　こうした熱帯・亜熱帯性魚類の温帯域での記録増加傾
向および越冬の一因として，近年の気候変動に起因する
海水温上昇が考えられる。実際に，本州中部から九州の
太平洋側沿岸の沖合に位置する，四国・東海沖海域およ
び関東の南の海域の年平均海面水温は，2018 年までの
およそ 100 年間でそれぞれ約 1.22℃，0.97℃上昇して
いる（気象庁 , 2019a）。特に，海水温が低い冬季（1–3
月）における上昇率が高く，両海域でそれぞれ約 1.45℃，
1.04℃上昇している（気象庁 , 2019b，c）。多くの熱帯・
亜熱帯性魚類の低温致死限界は 15℃付近とされるが（瀬
能 , 2017），上述のような特に冬季における海水温上昇
により，温帯沿岸域においても海水温が年中 15℃付近
を下回らない環境が増え，熱帯・亜熱帯性魚類の記録増
加および越冬成功に繋がった可能性がある。
　また，気候変動に伴う海水温上昇以外の要因として
は，人工排水に起因する海水温や河川水温の上昇も挙げ

られる。例えば，東京湾内湾の千葉県市原市五井海岸で
は，全長約 40 cm の越冬を経験していると思われるチャ
イロマルハタが撮影されているが（KPM-NR 199848），
同湾では，気候変動に加え，下水処理水などの人工排水
により冬季および春季の海水温が上昇傾向にある（木内 , 
2003）。また，オオクチユゴイの成魚とみられる個体が
採集された静岡県河津川水系（板井ほか , 2019）や福島
県藤原川水系（夕刊いわき民報 , 2017 年 9 月 13 日付）
には，それぞれ温泉排水が流入しており，冬季でも河川
水温がほとんど下がらない水域がある（丸山 , 2015; 丸
山ほか , 2018）。こうした人為的な水温上昇も熱帯・亜
熱帯性魚類の越冬に寄与している可能性は十分に考えら
れる。
　上述のように，熱帯・亜熱帯性魚類の温帯域への北上
傾向が示唆され，気候変動や人間活動に伴う水温上昇が
その要因として推測される一方で，こうした魚類の北上
傾向と要因を正確かつ詳細に論じるためには，多くの課
題も残っている。例えば，本研究で分布の北上傾向を調
査した種数は 7 種のみであり，熱帯・亜熱帯性魚類全体
の分布動向は把握できていない。また，首都圏に位置し，
人口が多い相模湾周辺地域では，著者らを含め，多くの
大学・博物館研究者や学生，愛好家が継続的な採集調査
を多数地点で行っているが，他地域では，調査人数や時
間，地点数が少ない可能性もある。各地域における調査
努力量に大きなばらつきがあれば，記録される熱帯・亜
熱帯性魚類の種数・個体数についても地域間で差が生じ
得るため，分布動向の正確な評価は困難になる。したがっ
て，今後，本州から九州にかけての研究者・一般市民が
連携し，各地域の調査努力量がおおよそ統一されると同
時に，より多くの熱帯・亜熱帯性魚種を対象にした網羅
的な調査が行われることが望まれる。さらに，今後は熱
帯・亜熱帯性魚類の出現状況のみならず，再生産可能な
水域の北上傾向の有無にも着目し，生態学的な視点から，
それら魚類に対する近年の気候変動に伴う海水温上昇な
どの影響評価を行うことも重要であろう。
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